
 

 

 

 

 

  

運動会では、子供たちの輝く姿をお届けします 

  今学校では、今週末の運動会に向けて「仲間～心一つに一致団結」のスローガ

ンをめざし、最終練習に取り組んでいます。各団とも、応援合戦、遊競技、表現

など、練習回数をこなすうちにかけ声や動きもそろってきました。子どもたちの

頑張ろうという「気持ち」の表れだと思います。                                 ＜応援合戦の練習＞ 

 応援合戦の練習では、団ごとに練習場所に集まり、子どもたちの工夫をこらし

た応援練習に励んでいます。６年生、団長、副団長の皆さん、自分たちの役割に

全力で取り組み、下級生を上手にリードしていってほしいと思います。 

  当日は、多くの方々にご来場いただき、子どもたちの頑張る姿を応援いただけ

たらと思います。また、当日は保護者の皆様や地域の方々には、会場の見守り、

 ＜表現の練習風景＞  駐車場の誘導等でお世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

校外学習 教室で学んだことをいかして、様々な体験ができました。  

 １､２､３､４､６年の校外学習が終了しました。どの学年もお天気に恵まれ、１年生（ぐんま子どもの国）､

２年生（桐生が岡公園・遊園地）､３年生（紫・昆虫の森）､４年生（ゴミ処理場・高崎だるま）､６年生（富

岡製糸場・県立歴史博物館）では予定していた活動をすべて実施することができました。 

 以下に２年生と４年生の活動の様子をご紹介します。 

 ２年生は、事前に、出前講座による動物園の獣医さんから動物の生態について

お話を伺いました。このことにより、当日の「動物園なるほど講座」ではより興

味をもって動物の生態について飼育担当の方からお話を伺ったり、ライオンの餌

付けの様子を詳しく観察したりすることもできました。 

 ４年生は、高崎だるまの工房を見学しました。ここでは、静寂の中、一つ一つ   ＜獣医さんからのお話＞ 

職人さんの手によって丁寧にだるまのお顔に筆を入れている姿を見学することが

できました。だるまを手にされる方々の願い事が叶うように願いながら制作され

ており、子どもたちも真剣にその姿を見ていました。後半は、だるまのお顔の筆

入れ体験を行いました。 

 「本物に触れること」は、五感で感じることにつながり、子どもたちの心が動

きます。もっと知りたい、なぜだろうというような探究心もここから生まれます。   ＜筆入れ体験＞ 

自分の体を使って体験したことは、真の意味での理解につながるのだと思います。机上の学習と共に実体験

を通して知を耕し学習を深めていくことを大切にしていきたいと思います。  

            　　教育目標：自ら考え、心豊かに、たくましく生きる児童の育成 
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桐生市小学校陸上記録会   

 １０月１日（木）森エンジニアリング桐生スタジアムにて 

  子どもたちは、９月初旬より開始された陸上強化練習に一生懸命取り組んで

きました。本番前日には、壮行会がリモートで開かれ、全校児童に対して当日

に向けた抱負を発表しました。 

 当日は５、６年生４０名が新里東小の代表と     ＜全員で準備体操＞ 

して記録会に出場しました。学校の校庭とは異なる環境だったため、自分の

出番を待つ間も「どきどきする」などという声も聞かれましたが、大きなス

タジアムでたくさんの観衆の声援を受けて、精一杯の力を出し切ることがで

きました。 

 なお、１５名の皆さん（リレーを含む）が入賞を

  ＜記念撮影＞      果たしました。おめでとうございます。 

 そして、８名の皆さんは１０月２８日に前橋で行われる県大会に桐生市の代表

として出場します。                                                           　 ＜リレー＞ 

 

実演家派遣事業（桐生市民文化会館主催）  

   ～落語という伝統芸能を身近に感じたひとときでした～  

 立川談声さんをはじめ、立川流の３人の噺家の方々に落語を披露していただきま

した。噺家さんお一人で複数の登場人物を表現する迫力に、５年生の子どもたちはす

っかり引き込まれました。後半は、扇子と手ぬぐいを使って「何の動きをしている   ＜扇子と手ぬぐいで表現＞ 

でしょう」というクイズもありました。子どもたちも「抹茶をたてる様子」「包丁を 

研ぐ様子」等をイメージしてクイズに出す児童も見られました。 

 今回、落語という伝統芸能を身近に感じ、興味関心が高まりました。今後、国語や社会でも落語について触れ

られる内容がありますので、今回の学びをいかせるのではないかと思います。            

 

理科学習発表会  

 ６年生児童が、「人間と同じように果物にもDNAはあるのか」というテーマで、

研究に取り組みました。 

 オレンジ果汁からDNAを抽出する過程を丁寧にまとめ上げ、落ち着いた態度で発

表することができました。 

＜会場で発表する様子＞ 

稲刈りに挑戦 １０月１３日（火）５年生 

 ５年生が春から育ててきた稲の収穫を行いました。地域の方々に刈り方を教え

ていただきながらだんだんとこつをつかみ、頭をたれた穂を手際よく刈りすすめ

ることができました。刈った後の実は学校に移し、天日干しを行います。 

←＜協力しながら収穫する様子＞ 


